
清
代
乾
隆
期
の
人
口
増
加
米
貴
説
に
つ
い
て

＊則

松

彰

文

は
じ
め
に

清
代
中
期
江
南
の
一
知
識
人
、
黄
�
が
乾
隆
十
八
年
に
著
し
た
『
錫
金
識
小
録
』
全
十
二
巻
の
う
ち
、
巻
一
「
備
参
上
」
は
、
内
容
の

豊
富
さ
と
卓
越
し
た
眼
力
と
が
知
ら
れ
る
出
色
の
著
作
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
こ
の
著
作
は
、
こ
れ
ま
で
我
が
国
は
勿
論
、
中
国
、
台

湾
に
お
け
る
清
代
史
研
究
に
お
い
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
、
黄
�
の
書
き
遺
し
た
清
代
中
期
と
り
わ
け
乾
隆
時
代
の
江
南
社
会
の
様
相

が
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
抱
く
乾
隆
時
代
像
の
有
力
な
根
拠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ

（
１
）

う
。

い
ま
、
そ
の
『
錫
金
識
小
録
』
巻
一
、
備
参
上
、「
米
価
」
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
黄
�
は
、
康
熙
、
雍
正
期
に
対
し
、
乾
隆
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期
に
至
っ
て
米
価
の
高
騰
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

無
錫
県
に
大
規
模
な
水
旱
害
が
無
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
米
価
は
却
っ
て
大
幅
に
騰
貴
し
て
い
る
。
昔
（
康
熙
・
雍
正
時
代
）
は
、
一

石
一
両
が
米
価
の
標
準
だ
っ
た
が
、
徐
々
に
値
上
が
り
し
、
一
・
五
両
が
標
準
と
な
っ
て
い
る
。
戊
辰
（
乾
隆
十
三
年
）
か
ら
庚
午

（
乾
隆
十
五
年
）
に
か
け
て
二
両
以
上
の
値
に
至
り
、
辛
未
（
乾
隆
十
六
年
）
の
冬
、
ち
ょ
う
ど
新
米
が
出
る
時
期
に
は
、
二
両
五

銭
の
高
値
に
至
り
、
壬
申
（
乾
隆
十
七
年
）
の
春
に
は
、
と
う
と
う
三
両
に
も
至
っ

（
２
）

た
。

乾
隆
期
の
米
価
の
高
騰
に
つ
い
て
、
黄
�
は
「
実
に
不
可
解
な
り
」
と
述
べ
た
上
で
、
先
ず
、
一
般
的
見
解
と
し
て
の
、
人
口
増
加
と

米
穀
の
海
外
流
出
、
こ
れ
ら
二
つ
の
要
因
論
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
を
否
定
し
た
の
ち

（
３
）

に
、
自
説
す
な
わ
ち
米
穀
流
通
問
題
を
要
因
と
す
る

米
価
高
騰
説
を
展
開
す
る
の
で
あ

（
４
）

る
。

乾
隆
期
に
お
け
る
江
南
社
会
の
変
化
、
中
国
社
会
の
変
動
を
鋭
敏
に
肌
で
感
じ
取
っ
た
黄
�
は
、
備
参
上
の
「
米
価
」
ほ
か
「
田
土
之

利
」「
邑
紳
」「
士
習
」「
風
俗
変
遷
」
な
ど
の
記
述
に
お
い
て
、
康
熙
・
雍
正
期
と
は
異
な
る
乾
隆
期
の
諸
相
を
指
摘
し
た
の
で
あ

（
５
）

る
。

さ
て
、
些
か
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
黄
�
が
否
定
し
た
乾
隆
期
の
米
価
騰
貴
の
要
因
と
し
て
人
口
増

加
に
注
目
す
る
考
え
方
、
つ
ま
り
「
人
口
増
加
米
貴
説
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
後
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
乾
隆
帝
の
認
識
に
お
い
て
も
、

当
初
、
こ
の
人
口
増
加
米
貴
説
は
否
定
の
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
後
に
は
有
力
な
考
え
方
へ
と
変
化
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
こ
の
乾
隆
帝
の
認
識
を
中
心
に
、
乾
隆
期
の
中
国
社
会
を
特
徴
づ
け
る
二
つ
の
事
柄
、
人
口
増
加
と
米
価
騰
貴
、
こ
れ
ら
の
連
関
の

問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
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一
、
乾
隆
十
年
代
ま
で
の
認
識

ま
ず
も
っ
て
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
事
柄
は
、
清
朝
国
家
が
主
穀
た
る
米
穀
の
生
産
、
そ
の
価
格
動
向
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、

国
家
施
策
と
し
て
米
穀
問
題
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
事
で
あ
る
。
乾
隆
帝
が
乾
隆
二
十
三
年
に
、「
地
方
の
米
価
の
貴
賤
は
、
民
生
に
関

係
す
。
是
を
以
て
各
省
の
撫
臣
、
例
ね
應
に
按
月
奏
報
す
べ
し
。

（
６
）」

と
改
め
て
指
示
し
た
如
く
、
米
価
の
動
向
が
民
の
安
定
し
た
暮
ら
し

（
民
生
）
に
深
く
関
わ
る
と
の
強
固
な
認
識
の
も
と
、
米
価
の
高
騰
が
短
期
的
動
向
と
し
て
で
は
な
く
、
長
期
的
趨
勢
と
し
て
の
高
騰
で

あ
る
と
認
識
さ
れ
始
め
た
乾
隆
年
間
に

（
７
）

は
、
こ
の
米
価
騰
貴
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
が
、
乾
隆
帝
以
下
の
為
政
者
た
ち
、
と
く
に
地

方
統
治
の
任
に
あ
っ
た
総
督
や
巡
撫
に
問
わ
れ
た
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

乾
隆
八
年
四
月
、
そ
の
後
に
展
開
す
る
全
国
的
な
米
価
騰
貴
論
議
の
端
緒
が
、
乾
隆
帝
の
上
諭
に
伺
え

（
８
）

る
。

乃
ち
各
處
の
情
形
を
体
察
す
る
に
、
米
価
は
惟
だ
減
ぜ
ざ
る
の
み
に
非
ず
、
且
つ
日
に
漸
く
昂
貴
し
、
独
り
歉
収
の
省
然
り
と
為
す

の
み
な
ら
ず
、
即
ち
年
穀
順
成
、
�
に
素
よ
り
産
米
を
称
す
る
の
地
に
て
も
、
亦
た
前
よ
り
倍
増
せ
ざ
る
は
無
し
。
以
為
へ
ら
く
、

み
の

生
齒
の
日
に
繁
る
耶
。
則
ち
十
数
年
の
間
、
豈
に
遂
に
衆
多
此
れ
に
至
ら
ん
や
。
若
し
年
歳
の
登
ら
ざ
る
を
以
為
へ
ば
、
則
ち
康
熙
・

雍
正
年
間
に
何
ぞ
嘗
て
歉
収
の
歳
無
か
ら
ん
。
其
の
故
を
細
求
す
る
に
、
実
は
各
省
の
倉
儲
を
添
補
す
る
に
、
先
を
争
い
て
糴
買
す

る
の
致
す
所
に
係
わ
れ
り
。

こ
こ
で
乾
隆
帝
は
、
米
価
の
継
続
的
上
昇
傾
向
が
、
米
穀
の
豊
凶
や
米
産
地
か
否
か
に
関
ら
な
い
事
象
と
捉
え
、
人
口
増
加
や
米
穀
の
歉

（３）
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収
が
要
因
で
は
な
く
、
倉
儲
制
度
に
関
わ
る
買
い
付
け
問
題
が
米
価
高
騰
の
要
因
と
認
識
す
る
。
更
に
乾
隆
帝
は
、「
朕
思
う
に
、
天
下

の
米
価
頻
増
は
、
乃
ち
民
食
不
足
の
漸
と
大
い
に
関
係
有
り
。

（
９
）」

と
も
述
べ
、
米
穀
生
産
量
の
不
足
を
も
視
野
に
納
め
る
。

翌
九
年
二
月
、「
米
価
の
貴
き
こ
と
、
原
よ
り
一
歳
の
驟
長
に
非
ざ
れ
ば
、
自
か
ら
一
時
に
驟
平
せ
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
。

（
１０
）」

と
の
認
識

を
示
し
た
乾
隆
帝
は
、
十
二
年
十
二
月
の
上
諭
を
も
っ
て
、
所
謂
「
乾
隆
十
三
年
の
米
貴
問
題
」
の
端
緒
を
開
く
。「
朕
思
え
ら
く
、
米

穀
は
民
生
日
用
の
必
需
と
す
る
所
為
り
。
而
る
に
邇
年
以
来
、
日
に
騰
貴
を
見
れ
ば
、
窮
黎
の
何
ぞ
以
て
此
れ
に
堪
え
ん
や
。（
中
略
）
何

ぞ
連
歳
遞
増
し
長
ず
る
こ
と
有
る
も
落
つ
る
こ
と
無
き
に
至
ら
ん
や
。

（
１１
）」

と
述
べ
た
上
で
、
皇
帝
自
ら
米
貴
要
因
と
し
て
、
�
戸
居
寄
、
戸

口
繁
滋
、
水
旱
偏
災
、
倉
儲
採
買
の
四
つ
を
挙
げ
て
、
各
省
の
地
方
官
に
任
地
の
実
情
を
踏
ま
え
た
上
で
の
米
貴
要
因
の
分
析
と
そ
の
解

決
策
の
提
示
を
求
め

（
１２
）

た
。

乾
隆
帝
が
掲
げ
た
米
貴
要
因
の
う
ち
、
二
つ
目
に
挙
げ
た
人
口
増
加
説
に
関
し
て
は
、

若
し
戸
口
繁
滋
を
謂
は
ば
、
則
ち
康
熙
年
間
自
り
以
来
、
休
養
生
息
し
、
便
ち
應
に
逐
漸
加
増
す
れ
ば
、
何
ぞ
獨
り
今
日
に
至
り
て

の
み
一
時
に
頓
長
せ
ん
や
。

と
述

（
１３
）

べ
、
康
熙
年
間
以
来
の
人
口
増
加
の
現
象
が
、
乾
隆
期
の
米
価
騰
貴
と
直
接
に
は
結
び
つ
か
な
い
と
論
断
し
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
乾
隆
十
三
年
を
迎
え
て
、
中
国
各
地
の
地
方
官
か
ら
は
任
地
の
実
情
に
立
脚
し
た
米
価
騰
貴
の
要
因
分
析
と
そ
の
解
決
策
の
提

案
と
が
、
陸
続
と
皇
帝
の
元
に
届
く
よ
う
に
な
る
。
既
に
内
外
の
諸
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
通
り
、
上
奏
し
て
き
た
多
く
の
地

方
官
が
広
く
人
口
増
加
を
認
め
、
そ
の
問
題
を
米
価
騰
貴
要
因
の
一
つ
と
し
て
明
確
に
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
、

（４）
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人
口
増
加
を
前
提
条
件
と
し
た
う
え
で
の
話
で
あ
り
、い
わ
ば
自
明
の
事
柄
と
し
て
認
識
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

河
南
巡
撫
の
碩
色
に
よ
る
上
奏
で
は
、

糧
貴
の
源
は
、
大
概
生
齒
の
日
繁
に
由
れ
り
。
一
省
を
以
て
論
ぜ
ば
、
或
い
は
、
此
れ
貴
く
而
し
て
彼
れ
賤
は
、
則
ち
豊
歉
の
齊
し

か
ら
ざ
る
に
由
る
。
或
い
は
、
初
め
賤
く
而
し
て
後
に
貴
き
は
、
則
ち
商
賈
の
�
販
に
由
る
。

と
あ
る
如

（
１４
）

く
、
人
口
増
加
は
、
あ
く
ま
で
も
前
提
的
認
識
に
止
ま
る
。
ま
た
、
江
西
巡
撫
開
泰
の
上
奏
に
も
、

米
貴
の
故
は
、
盡
く
は
�
戸
の
商
販
、
採
買
積
貯
に
由
ら
ず
、
大
抵
は
生
齒
の
日
繁
、
地
方
官
の
奉
行
未
だ
善
な
ら
ざ
る
に
由
れ
り
。

と
あ
る

（
１５
）

が
、
上
奏
の
内
容
は
、
採
買
と
倉
儲
の
問
題
点
に
絞
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
米
価
高
騰
の
原
因
と
し
て
、
人
口
増
加
を
真
っ
先
に

挙
げ
る
上
奏
は
多
い
が
、先
に
も
述
べ
た
通
り
、
そ
の
多
く
は
人
口
増
加
を
主
た
る
要
因
と
し
て
米
貴
論
議
を
展
開
す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
点
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
曖
昧
あ
る
い
は
些
か
誤
っ
た
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
全
漢
昇
氏
は
、

早
く
一
九
六
五
年
に
「
乾
隆
十
三
年
的
米
貴
問
題
」
と
題
す
る
優
れ
た
先
駆
的
論
文
を
発
表
さ

（
１６
）

れ
、
乾
隆
十
三
年
に
お
け
る
全
国
的
米
貴

論
議
を
詳
細
に
分
析
し
た
上
で
、
一
、
当
時
の
為
政
者
た
ち
の
認
識
・
分
析
に
は
、
貨
幣
方
面
の
原
因
に
対
す
る
注
意
が
払
わ
れ
な
か
っ

た
事
、
二
、
地
方
官
僚
た
ち
が
提
出
し
た
米
貴
対
策
は
事
実
上
、
米
価
騰
貴
の
趨
勢
を
有
効
に
抑
止
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
、
と
指

摘
し
て
こ
の
論
文
を
締
め
く
く
っ
た
。
全
氏
は
、
こ
の
全
国
的
な
論
議
に
お
い
て
先
ず
注
目
す
べ
き
は
、
地
方
官
た
ち
の
多
く
が
、
米
価

の
継
続
的
上
昇
に
関
し
て
人
口
増
加
に
着
目
し
た
点
だ
と
指
摘
し
た
。
確
か
に
、
多
く
の
地
方
官
の
上
奏
冒
頭
に
は
、
米
価
騰
貴
の
要
因

と
し
て
、
い
の
一
番
に
人
口
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
そ
れ
ら
は
謂
わ
ば
形
式
的
、
一
般
的
な
例
示
に
過
ぎ
ず
、

（５）

清
代
乾
隆
期
の
人
口
増
加
米
貴
説
に
つ
い
て
（
則
松
）

七
〇
七



人
口
増
加
を
米
価
騰
貴
の
、
ま
し
て
継
続
的
な
価
格
上
昇
の
真
因
と
認
定
し
た
も
の
と
は
、
到
底
み
な
し
得
な

（
１７
）

い
。

ま
た
、
近
年
、
郭
松
義
氏
は
『
清
代
社
会
環
境
和
人
口
行
為
』
を
刊
行
し
た
が
、
氏
も
乾
隆
十
三
年
の
米
貴
論
議
を
評
価
し
て
「
こ
の

討
論
は
、
関
係
す
る
問
題
は
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
（
朝
廷
内
外
の
各
官
員
の
）
皆
は
�
生
齒
日
繁
�
が
米
穀
価
格
上
昇
の
主
要

原
因
の
一
つ
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
、
先
に
紹
介
し
た
江
西
巡
撫
開
泰
、
後
述
す
る
湖
南
巡
撫
楊
錫
�
、
朱
倫
瀚
の
三
つ

の
上
奏
を
引
用
し
て
、
そ
の
例
証
と
し
た
の
で
あ

（
１８
）

る
。

そ
れ
ら
に
対
し
て
、
異
彩
を
放
つ
の
が
蒋
建
平
氏
の
『
清
代
前
期
米
谷
貿
易
研
究
』（
一
九
九
二
年
）
で
あ
る
。
蒋
氏
の
研
究
は
、
実

証
的
で
大
変
優
れ
た
そ
れ
で
あ
る
が
、
第
六
章
「
米
穀
価
格
波
動
」
の
第
二
節
「
米
穀
価
格
上
漲
的
原
因
」
に
お
い
て
、
乾
隆
十
三
年
の

米
貴
問
題
を
も
含
む
清
代
前
期
の
米
価
騰
貴
を
論
じ
、
人
口
増
加
こ
そ
が
騰
貴
の
真
因
で
あ
る
と
し

（
１９
）

た
。

さ
て
、「
乾
隆
十
三
年
の
米
貴
問
題
」
に
関
す
る
上
奏
の
う
ち
、
現
在
、
実
録
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
全
十
七
件
の
上
奏
中
、
人
口
増

加
米
貴
説
と
し
て
評
価
で
き
そ
う
な
も
の
は
、
次
の
三
件
と
言
え
よ
う
。

先
ず
、
陝
西
巡
撫
陳
宏
謀
は
、「
米
価
の
日
に
増
す
は
、
原
よ
り
一
時
の
頓
長
に
非
ず
し
て
、
実
に
生
齒
の
日
繁
、
補
救
の
方
に
由
れ

り
。

（
２０
）」

と
分
析
し
た
上
で
、「
開
闢
地
利
」
と
「
広
積
倉
儲
」
の
二
者
を
提
案
す
る
。
し
か
し
、
人
口
増
加
に
よ
る
米
価
騰
貴
の
構
造
に
言

及
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
二
つ
の
提
案
が
、
ど
の
よ
う
に
人
口
増
加
米
貴
説
に
対
応
す
る
の
か
も
明
確
で
は
な
い
た
め
、
正
確
に

は
、
こ
の
陳
宏
謀
上
奏
を
人
口
増
加
米
貴
説
に
分
類
す
る
事
は
些
か
無
理
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、
雲
貴
総
督
張
允
随
の
上
奏
を
検
証
し
て
み
よ
う
。
彼
の
上
奏
に
は
、

（６）
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米
貴
の
由
は
、
一
は
生
齒
の
日
繁
に
在
り
、
一
は
積
貯
の
失
剤
に
在
り
。
而
し
て
偏
災
、
商
販
�
積
の
諸
弊
は
焉
れ
に
與
ら
ず
。
天

下
の
沃
野
は
首
め
巴
蜀
と
称
す
。
昔
に
在
り
て
は
、
田
多
く
人
少
な
し
。
米
価
は
極
め
て
賤
く
、
雍
正
八
・
九
年
の
間
、
毎
石
尚
お

四
・
五
銭
に
止
ま
る
。
今
は
則
ち
、
動
も
す
れ
ば
一
両
の
外
に
至
る
。
最
も
賤
き
も
亦
た
八
・
九
銭
な
り
。
貴
州
の
舊
案
を
査
す
る

に
、
乾
隆
八
年
自
り
今
に
至
り
、
広
東
・
湖
南
の
二
省
の
人
民
、
黔
由
り
川
に
赴
き
食
に
就
く
者
、
共
に
二
十
四
萬
三
千
餘
口
な
り
。

其
の
陝
西
・
湖
北
自
り
往
く
者
は
、
更
に
凡
そ
幾
く
な
る
か
を
知
ら
ず
。
国
家
の
定
蜀
、
百
余
年
、
戸
口
の
増
す
こ
と
、
数
十
百
萬

を
下
ら
ず
。
而
し
て
本
地
の
生
聚
は
尚
お
此
の
数
に
在
ら
ず
。
一
省
此
く
の
如
け
れ
ば
、
天
下
知
る
べ
し
。
此
れ
時
勢
の
貴
か
ら
ざ

る
を
得
ざ
る
者
な
り
。
況
ん
や
加
え
て
以
て
採
買
の
已
ま
ざ
る
を
や
。
夫
れ
積
貯
は
病
に
非
ず
。
病
は
處
處
の
積
貯
に
在
り
。
採
買

は
失
に
非
ず
。
失
は
年
年
の
採
買
に
在
り
。（
中
略
）
乃
ち
近
年
米
価
も
亦
た
前
よ
り
稍
や
増
す
を
視
る
は
、
特
に
生
聚
の
滋
ま
す

多
く
、
廠
民
雲
集
の
故
を
以
て
す
。

と
あ

（
２１
）

る
。
人
口
増
加
と
米
価
騰
貴
と
の
連
関
に
関
す
る
具
体
的
な
分
析
は
無
い
が
、
人
口
増
加
が
米
貴
の
主
因
と
強
調
す
る
点
で
、
こ
の

張
の
見
解
を
人
口
増
加
米
貴
説
の
範
疇
に
入
れ
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
無
理
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
湖
南
巡
撫
楊
錫
�
の
上
奏
を
見
て
み
よ
う
。
広
く
知
ら
れ
る
通
り
、
こ
の
楊
上
奏
は
、
乾
隆
十
三
年
の
論
議
中
、
出
色
の
内

容
を
誇
り
、
研
究
史
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
注
目
を
集
め
る
も
の
で
あ
る
。
楊
の
上
奏
は
、
実
録
の
ほ
か
、『
皇
朝
経
世
文
編
』
に
「
陳

明
米
貴
之
由
疏
」
と
の
表
題
を
付
し
て
収
録
さ
れ
る
が
（
巻
三
十
九
、
戸
政
十
四
、
倉
儲
上
）、
彼
の
著
作
『
四
知
堂
文
集
』
巻
十
、
奏

疏
に
収
載
の
記
述
と
の
異
同
も
多
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
以
下
、『
四
知
堂
文
集
』
の
も
の
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
よ
う
。
楊
は
、「
水

（７）
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害
や
旱
害
と
い
っ
た
偏
災
、
�
戸
の
居
寄
は
ま
た
米
穀
価
格
の
騰
貴
を
来
す
に
十
分
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
な
お
、
騰
貴
の
根
源
的
理
由

で
は
な
い
。
米
穀
価
格
の
騰
貴
は
、
買
食
者
の
多
さ
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
ま
た
民
の
貧
困
に
由
来
す
る
。

（
２２
）」

と
述
べ
、「
戸
口
繁
滋
」

「
風
俗
日
奢
」「
田
帰
富
戸
」「
倉
穀
採
買
」
の
四
者
を
挙
げ
る
。
最
初
に
指
摘
さ
れ
た
「
戸
口
繁
滋
」
に
関
し
て
は
、

戸
口
繁
滋
は
、
則
ち
今
日
海
宇
実
在
の
情
形
に
し
て
、
聖
諭
に
謂
は
く
、
康
熙
年
間
自
り
以
来
、
休
養
生
息
し
便
ち
應
に
逐
漸
加
増

す
れ
ば
、
何
ぞ
一
時
に
頓
長
せ
ん
や
と
。
以
て
臣
之
を
観
れ
ば
、
實
に
亦
た
未
だ
嘗
て
漸
増
に
係
わ
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
臣
郷
村
に

生
長
し
、
世
よ
耕
作
に
勤
め
る
に
、
康
熙
年
間
の
稲
穀
登
場
の
時
を
見
る
に
、
毎
石
二
・
三
銭
に
過
ぎ
ず
。
雍
正
年
間
は
、
則
ち
四
・

五
銭
を
需
め
、
二
・
三
銭
の
價
に
復
す
こ
と
無
し
。
今
は
則
ち
、
必
ず
五
・
六
銭
を
需
め
、
三
・
四
銭
の
價
に
復
す
こ
と
無
し
。
蓋

し
戸
口
の
多
け
れ
ば
、
則
ち
需
穀
も
亦
た
多
し
。
数
十
年
の
荒
土
、
未
だ
嘗
て
墾
闢
を
加
え
ざ
る
こ
と
あ
ら
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も

今
日
に
至
り
、
墾
す
べ
き
の
荒
者
多
く
無
し
。
則
ち
、
戸
口
繁
滋
は
、
以
て
米
穀
の
價
の
逐
漸
加
増
を
致
す
に
足
る
こ
と
、
勢
い
必

然
な
り
。

と
言

（
２３
）

う
。
康
熙
・
雍
正
・
乾
隆
と
米
穀
価
格
が
上
昇
し
続
け
る
事
、
ま
た
人
口
増
加
に
伴
う
米
穀
需
要
の
増
大
に
見
合
う
だ
け
の
耕
地
の

拡
大
が
果
た
さ
れ
て
は
い
な
い
事
、
こ
れ
ら
を
理
由
に
、
楊
錫
�
は
人
口
増
加
が
米
価
の
継
続
的
高
騰
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
認
定
し
た

の
で
あ
る
。

乾
隆
十
三
年
の
米
貴
論
議
に
関
わ
る
地
方
官
の
上
奏
以
外
に
も
、
朱
倫
瀚
の
見
解
が
従
来
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
。『
皇
朝
経
世
文
編
』
に

収
載
さ
れ
た
文
章
に
は
、

（８）
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何
ぞ
況
ん
や
、
盛
世
滋
生
し
、
人
口
日
に
衆
き
を
や
。
歳
時
の
豊
歉
、
各
處
に
一
に
な
り
難
し
。
有
限
有
則
の
田
土
を
以
て
、
日
増

日
広
の
民
食
に
供
す
。
此
れ
更
め
て
多
餘
を
有
す
る
能
わ
ざ
る
所
以
な
り
。
多
餘
の
出
す
所
無
き
を
以
て
、
而
し
て
各
處
に
て
盡
力

の
搬
運
に
供
さ
ん
と
欲
す
。
此
れ
米
穀
の
日
に
其
の
不
足
を
見
、
價
値
の
日
に
其
の
増
長
を
見
る
所
以
な
り
。

と
あ

（
２４
）

る
。
こ
こ
で
は
、
人
口
増
加
に
伴
う
食
糧
需
要
の
増
大
と
穀
物
生
産
量
の
限
界
と
が
、
米
穀
不
足
、
価
格
騰
貴
の
原
因
と
看
做
す
の

で
あ
る
。

以
上
、
本
章
で
は
、
米
価
騰
貴
問
題
が
注
目
を
集
め
た
乾
隆
十
年
代
に
お
け
る
認
識
を
検
討
し
、
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
人
口
増
加

米
貴
説
は
少
数
派
で
あ
っ
た
事
を
改
め
て
確
認
し
た
。

二
、
乾
隆
二
十
年
代
以
降
に
お
け
る
乾
隆
帝
の
認
識
変
化

乾
隆
二
十
年
代
に
入
る
と
、
乾
隆
帝
の
認
識
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
二
十
四
年
十
月
の
二
つ
の
上
諭
が
き
わ
め
て

注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
ら
の
上
諭
は
、『
乾
隆
朝
上
諭
�
』
に
は
、
収
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
実
録
か
ら
引
用
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
先

ず
、
丁
酉
の
上
諭
に
お
い
て
、

試
み
に
思
う
に
、
国
家
の
承
平
、
百
有
余
年
、
民
生
に
兵
革
を
見
ず
。
休
養
滋
息
す
る
こ
と
、
古
に
於
い
て
罕
に
倫
比
有
る
の
み
。

而
る
に
、
天
地
の
生
財
は
、
祇
だ
此
の
数
有
る
の
み
。
生
齒
漸
く
繁
れ
ば
、
則
ち
食
貨
は
漸
く
貴
し
。
比
歳
、
民
数
穀
数
、
奏
牘
は

（９）
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瞭
然
た
り
。

と
あ

（
２５
）

り
、
さ
ら
に
、
戊
戌
の
上
諭
に
、

夫
れ
国
家
の
承
平
、
百
有
余
年
、
人
生
に
兵
革
を
見
ず
。
毎
歳
戸
口
の
�
息
す
る
こ
と
、
千
古
に
罕
儔
（
世
に
珍
し
い
）
た
り
。
民

間
の
穀
價
は
、
増
す
こ
と
有
る
も
減
ず
る
こ
と
無
き
は
、
實
に
此
れ
に
由
れ
り
。

と
あ

（
２６
）

る
。
こ
れ
ら
に
お
け
る
乾
隆
帝
の
見
解
に
特
徴
的
な
事
は
、
明
確
に
、
人
口
増
加
が
食
貨
（
食
糧
と
財
貨
）
や
穀
物
の
価
格
高
騰
の

原
因
だ
と
断
言
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
先
述
の
乾
隆
十
三
年
の
米
貴
論
議
に
お
い
て
、
乾
隆
帝
自
身
も
、
ま
た
地
方
官
の
大
半
も
、
い
わ

ば
単
純
な
人
口
増
加
米
貴
説
に
は
懐
疑
的
、
な
い
し
否
定
的
で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
乾
隆
二
十
四
年
の
段
階
に
お
い
て
は
、
そ
の
認
識

が
明
確
に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
乾
隆
三
十
七
年
十
月
二
十
二
日
の
上
諭
で
は
、
三
十
年
も
前
の
基
準
で
糧
価
を
「
價
貴
」
と
奏
報
す
る
点
を
厳
し
く
叱
責
し

た
内
容
の
中
で
、

閲
歳
既
に
久
し
く
、
生
齒
日
繁
に
及
べ
ば
、
則
ち
用
物
（
必
需
品
・
・
・
筆
者
注
）
廣
く
、
而
し
て
需
め
る
値
の
自
づ
か
ら
増
す
は
、

乃
ち
一
定
の
理
に
係
る
。
即
ち
各
省
の
倉
糧
を
買
補
す
る
は
、
�
し
ば
増
価
を
請
う
こ
と
知
る
べ
し
。
方
に
今
、
海
寓
承
平
し
一
百

二
十
餘
年
、
戸
口
は
益
ま
す
滋
し
、
毎
歳
数
計
す
る
こ
と
難
し
。（
中
略
）
況
ん
や
天
下
に
米
を
食
わ
ざ
る
の
人
無
き
を
や
。
米
価

既
に
長
じ
、
凡
そ
物
価
・
夫
工
の
類
、
此
れ
に
准
じ
て
遞
加
せ
ざ
る
は
莫
し
。

と
述

（
２７
）

べ
、
人
口
増
加
に
よ
る
物
価
上
昇
に
「
一
定
の
理
」
が
あ
る
と
す
る
一
方
、
米
価
に
準
じ
て
、
物
価
や
「
夫
工
」（
職
人
）
の
賃
金

（１０）
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が
上
昇
す
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
乾
隆
五
十
年
十
二
月
十
四
日
の
上
諭
に
は
、

み
な

且
つ
今
、
戸
口
日
に
増
し
、
物
価
は
胥
貴
け
れ
ば
、
則
ち
鹽
運
・
食
物
の
脚
価
、
之
を
往
年
に
較
べ
ば
、
自
づ
か
ら
必
ず
増
す
こ
と

有
る
も
減
ず
る
こ
と
無
し
。

と
あ
っ

（
２８
）

て
、
人
口
増
加
と
物
価
全
般
の
騰
貴
が
関
連
づ
け
て
認
識
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
乾
隆
五
十
二
年
五
月
十
八
日
の
上
諭
に
お
い
て
は
、

況
ん
や
国
家
は
重
熙
累
洽
し
、
生
齒
の
日
に
繁
れ
ば
、
百
物
の
価
値
、
勢
い
前
に
較
べ
て
増
貴
せ
ざ
る
能
わ
ず
。
即
ち
、
従
前
の
一

人
の
食
の
如
き
は
、
今
且
に
二
十
人
を
将
っ
て
之
を
食
ら
う
。
其
の
土
地
の
産
す
る
所
は
、
仍
お
加
え
る
こ
と
有
る
能
わ
ず
。
是
を

以
て
市
集
の
価
値
、
随
時
増
長
せ
ざ
る
あ
た
わ
ず
。

と
あ

（
２９
）

る
。
乾
隆
帝
は
言
う
、
国
家
の
繁
栄
に
よ
り
人
口
が
増
加
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
諸
物
価
全
般
の
価
格
が
騰
貴
し
て
い
る
。
ま
た
、
土

地
の
生
産
高
も
増
加
で
き
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
場
に
お
け
る
価
格
が
随
時
高
騰
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
。

さ
ら
に
、
同
様
の
認
識
は
、
乾
隆
五
十
六
年
正
月
乙
酉
の
上
諭
に
、

況
ん
や
国
家
の
承
平
日
に
久
し
く
、
生
齒
の
日
に
繁
る
も
、
物
産
は
祇
だ
此
の
数
有
る
の
み
に
し
て
、
食
用
は
日
に
漸
く
加
増
す
。

康
熙
年
間
、
朕
は
沖
齢
の
時
に
在
り
。
即
ち
乳
保
等
の
物
価
昂
貴
し
日
を
度
る
こ
と
艱
難
の
語
有
る
を
聞
く
。
今
は
又
た
七
十
餘
年
、

戸
口
滋
生
し
、
前
に
較
べ
て
奚
ぞ
啻
だ
倍
�
す
る
の
み
な
ら
ん
や
。
是
れ
當
時
の
一
人
の
衣
食
の
需
は
、
今
且
に
一
・
二
十
人
の
用

（１１）
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に
供
す
。

と
あ
る
如
く
で
あ

（
３０
）

る
。

以
上
、
乾
隆
二
十
四
年
、
三
十
七
年
、
五
十
年
、
五
十
二
年
、
お
よ
び
五
十
六
年
に
お
け
る
乾
隆
帝
の
認
識
を
検
証
し
て
き
た
。
こ
れ

ら
を
通
し
て
明
ら
か
な
事
は
、
乾
隆
帝
の
認
識
が
人
口
増
加
米
貴
説
に
比
重
を
移
し
た
の
み
な
ら
ず
、
た
だ
米
価
の
騰
貴
ば
か
り
で
な
く
、

人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
諸
物
価
全
般
の
騰
貴
が
生
起
し
て
い
る
と
の
認
識
を
明
確
に
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。

勿
論
、
乾
隆
帝
の
認
識
の
変
化
と
は
異
な
り
、
乾
隆
十
年
代
に
お
け
る
認
識
と
同
様
、
人
口
増
加
を
米
価
騰
貴
の
主
因
と
す
る
考
え
に

依
然
、
否
定
的
な
論
者
も
当
然
存
在
し
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
乾
隆
朝
上
諭
�
』
に
引
か
れ
る
、
乾
隆
五
十
一
年
九
月
十
八
日
の
徳

成
上
奏
に
、

近
年
、
京
師
の
米
価
、
逐
漸
加
増
し
、
日
に
甚
だ
し
き
こ
と
一
日
、
仰
ぎ
て
皇
上
の
民
依
を
念
切
す
る
を
蒙
り
、
多
方
も
て
調
剤
す

る
も
、
仍
お
未
だ
平
減
せ
ず
。
或
い
は
以
為
へ
ら
く
、
米
価
の
貴
き
は
、
生
齒
の
日
繁
、
及
び
年
歳
の
荒
歉
の
致
す
所
に
由
ら
ん
。

但
だ
思
う
に
、
生
齒
の
繁
は
、
今
日
自
り
に
非
ず
し
て
、
数
年
来
、
京
師
に
附
近
す
る
地
方
は
間
ま
収
成
歉
薄
有
り
と
雖
も
、
倶
な

未
だ
災
を
成
さ
ず
。
況
ん
や
、
官
兵
の
領
す
る
俸
餉
の
米
石
は
、
歳
ご
と
に
常
額
有
る
を
や
。
並
び
に
、
収
成
の
豊
歉
に
因
ら
ず
し

て
、
盈
�
有
る
は
、
何
ぞ
以
て
米
価
の
逐
年
加
増
騰
貴
す
る
こ
と
此
く
の
如
き
に
至
ら
ん
や
。
其
の
情
形
を
揆
す
れ
ば
、
自
づ
か
ら

別
に
弊
端
有
る
に
係
り
、
盡
く
は
齒
繁
歳
歉
の
致
す
所
に
関
わ
る
に
非
ず
。

と
あ
る
如

（
３１
）

く
、
人
口
増
加
が
乾
隆
期
に
始
ま
っ
た
訳
で
な
い
こ
と
、
人
口
増
加
や
作
物
の
豊
凶
と
異
な
る
、
価
格
高
騰
に
係
わ
る
別
の
理

（１２）
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由
の
存
在
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
本
章
で
は
、
乾
隆
二
十
年
代
以
降
に
お
け
る
乾
隆
帝
の
認
識
の
変
化
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
の
人
口
増
加
米
貴
説
に
否
定
的

な
認
識
か
ら
一
転
、
人
口
増
加
を
米
穀
価
格
高
騰
の
主
因
に
、
さ
ら
に
は
、
諸
物
価
全
般
に
わ
た
る
価
格
上
昇
の
原
因
と
看
做
す
認
識
へ

の
変
化
を
上
諭
か
ら
検
証
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
そ
の
変
化
の
み
で
、
現
段
階
に
お
い
て
は
、
未
だ
そ
の
変
化
の
要

因
に
つ
き
言
及
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

台
湾
の
林
滿
紅
氏
は
、
乾
隆
六
十
年
を
Ａ
・
Ｂ
の
二
期
に
分
け
、
乾
隆
Ａ
期
（
元
年
〜
四
十
年
）
を
経
済
困
難
期
と
す
る
一
方
、
乾
隆

Ｂ
期
（
四
十
一
年
〜
六
十
年
）
を
経
済
活
況
期
と
し
、
Ａ
期
に
お
け
る
人
口
増
加
と
貨
幣
の
要
因
を
検
証
し
た
。
す
な
わ
ち
、
乾
隆
Ａ
期

の
経
済
的
困
難
の
主
因
が
、
日
本
か
ら
の
銀
が
大
幅
に
減
少
す
る
一
方
、
人
口
が
激
増
し
た
結
果
と
論
じ
た
の
で
あ
っ

（
３２
）

た
。
先
述
の
如
く
、

早
く
一
九
六
五
年
に
全
漢
昇
氏
が
指
摘
し
た
通
り
、
今
日
の
学
界
に
お
い
て
、
単
純
な
人
口
増
加
米
貴
説
に
よ
っ
て
乾
隆
期
の
米
価
騰
貴

を
理
解
す
る
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
乾
隆
十
年
代
の
乾
隆
帝
や
地
方
官
僚
た
ち
が
如
き
論
理
で
否
定
的
に
捉
え
る
見

方
も
ま
た
正
確
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
林
滿
紅
論
文
は
、
そ
の
点
か
ら
も
、
あ
ら
た
め
て
注
目
に
値
す
る
。

本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
乾
隆
二
十
年
代
以
降
に
お
け
る
乾
隆
帝
の
認
識
変
化
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
、
で
は
、
そ
の
認
識
変
化
に

（１３）
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基
づ
く
施
策
の
変
化
が
見
ら
れ
た
か
否
か
、
あ
ら
た
め
て
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
乾
隆
二
十
年
代
以
降
に
お
け
る
米
価
騰
貴
論
議

の
「
鎮
静
化
」
は
、
実
録
な
ど
史
料
の
限
定
的
残
存
状
況
か
ら
説
明
す
べ
き
で
は
な
く
、
以
下
の
よ
う
な
背
景
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

一
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
物
価
上
昇
が
、
な
だ
ら
か
に
継
続
的
な
上
昇
を
描
く
マ
イ
ル
ド
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
た
め
、
経
済
的

な
混
乱
が
比
較
的
小
規
模
に
抑
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
点
。

二
、
林
論
文
が
注
目
し
た
汪
輝
祖
の
観

（
３３
）

察
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
諸
物
価
全
般
の
高
騰
が
、
す
べ
て
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
都
市
近
郊
農
民
な
ど
庶
民
の
相
対
的
収
入
増
加
に
も
つ
な
が
っ
た
点
。

三
、
平
糶
を
中
心
と
し
た
清
朝
政
府
の
施
策
（
米
穀
流
通
政
策
や
米
価
安
定
策
）
が
あ
る
程
度
の
実
効
を
見
た
が
故
の
、
相
対
的
な
社
会

の
「
安
定
」
が
も
た
ら
さ
れ
た

（
３４
）

点
。

こ
れ
ら
の
見
通
し
の
是
非
を
も
含
め
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
多
く
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

註
（
１
）
黄
�
と
『
錫
金
識
小
録
』
に
つ
い
て
は
、
森
正
夫
「『
錫
金
識
小
録
』
の
性
格
に
つ
い
て
」『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
第
一
二
二
号
、
史

学
四
一
、
一
九
九
五
年
、
の
ち
、
同
『
森
正
夫
明
清
史
論
集
』
第
三
巻
、
地
域
社
会
・
研
究
方
法
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
所
収
。

（
２
）﹇
原
文
﹈
邑
無
大
水
旱
而
米
價
反
大
躍
貴
。
昔
以
一
兩
為
平
者
、
漸
以
兩
半
為
平
。
戊
辰
至
庚
午
至
二
兩
外
、
辛
未
之
冬
、
正
出
米
之
時
、
而
貴
至

（１４）
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二
兩
五
錢
、
至
壬
申
之
春
、
竟
至
三
兩
矣
。

（
３
）﹇
原
文
﹈米
價
之
貴
、
實
不
可
解
。
或
言
、
生
息
日
蕃
、
食
之
者
衆
、
則
聖
祖
太
平
六
十
一
年
、
世
宗
十
有
三
年
、
歴
七
十
余
年
之
久
、
民
不
益
衆
。

近
今
十
余
年
間
、
民
遂
大
蕃
、
恐
未
必
然
也
。
或
言
、
全
田
放
米
出
洋
、
故
日
益
少
。
此
則
督
撫
及
府
州
県
官
之
責
矣
。

（
４
）
黄
�
の
主
張
は
、
当
該
時
期
に
お
け
る
米
穀
流
通
問
題
の
核
心
を
突
く
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
分
析
は
後
考
に
委
ね

た
い
。

（
５
）
黄
�
の
こ
れ
ら
の
記
述
を
引
用
し
て
清
代
中
期
の
変
化
に
言
及
し
た
も
の
に
、
稲
田
清
一
「
清
代
江
南
の
世
相
と
士
風
」
小
野
和
子
編
『
明
末
清

初
の
社
会
と
文
化
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
六
年
、
所
収
、
則
松
彰
文
「
清
代
中
期
江
南
に
お
け
る
流
行
衣
料
に
つ
い
て
」『
和
田
博

徳
教
授
古
稀
記
念

明
清
時
代
の
法
と
社
会
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
、
所
収
、
な
ど
が
あ
る
。

（
６
）『
清
実
録
』
乾
隆
二
十
三
年
五
月
己
亥
の
上
諭
。

﹇
原
文
﹈地
方
米
價
貴
賤
、
関
係
民
生
。
是
以
各
省
撫
臣
、
例
應
按
月
奏
報
。

（
７
）
こ
の
点
に
関
し
て
、
岸
本
美
緒
「
清
代
前
期
江
南
の
米
価
動
向
」、
お
よ
び
「
清
代
中
期
経
済
政
策
の
基
調
」、
同
『
清
代
中
国
の
物
価
と
経
済
変

動
』
研
文
出
版
、
一
九
九
七
年
（
前
者
の
原
載
は
、『
史
学
雑
誌
』
八
七
編
九
号
、
一
九
七
八
年
、
後
者
の
原
載
は
、『
近
き
に
あ
り
て
』
一
一
号
、
一

九
八
七
年
）、
参
照
。

（
８
）『
清
実
録
』
乾
隆
八
年
四
月
己
亥
の
上
諭
。

﹇
原
文
﹈乃
體
察
各
處
情
形
、
米
價
非
惟
不
減
、
且
日
漸
昂
貴
、
不
獨
歉
収
之
省
為
然
、
即
年
穀
順
成
、
并
素
稱
産
米
之
地
、
亦
無
不
倍
増
於
前
。
以

（１５）
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為
生
齒
日
繁
耶
。
則
十
数
年
之
間
、
豈
遂
衆
多
至
此
。
若
以
為
年
歳
不
登
、
則
康
熙
・
雍
正
年
間
、
何
嘗
無
歉
収
之
歳
、
細
求
其
故
、
實
係
各
省
添

補
倉
儲
、
争
先
糴
買
之
所
致
。

（
９
）
同
前
、
上
諭
。

﹇
原
文
﹈朕
思
、
天
下
米
價
頻
増
、
乃
民
食
不
足
之
漸
、
大
有
関
係
。

（
１０
）『
清
実
録
』
乾
隆
九
年
二
月
癸
酉
の
上
諭
。

﹇
原
文
﹈米
價
之
貴
、
原
非
一
歳
驟
長
、
自
不
能
一
時
驟
平
。

（
１１
）『
清
実
録
』
乾
隆
十
二
年
十
二
月
戊
辰
の
上
諭
。

﹇
原
文
﹈朕
思
、
米
穀
為
民
生
日
用
所
必
需
。
而
邇
年
以
来
、
日
見
騰
貴
、
窮
黎
何
以
堪
此
。（
中
略
）
何
至
連
歳
遞
増
、
有
長
無
落
。

（
１２
）
前
掲
、
註
（
７
）
の
岸
本
美
緒
「
清
代
中
期
経
済
政
策
の
基
調
」
岸
本
著
書
、
三
〇
三
〜
三
○
四
頁
、
参
照
。

（
１３
）
同
前
、
上
諭
。

﹇
原
文
﹈若
謂
戸
口
繁
滋
、
則
自
康
熙
年
間
以
来
、
休
養
生
息
、
便
應
逐
漸
加
増
、
何
獨
至
今
日
而
一
時
頓
長
。

（
１４
）『
清
実
録
』
乾
隆
十
三
年
正
月
是
月
の
条
。

﹇
原
文
﹈糧
貴
之
源
、
大
概
由
於
生
齒
日
繁
。
以
一
省
而
論
、
或
此
貴
而
彼
賤
、
則
由
於
豐
歉
不
齊
。
或
初
賤
而
後
貴
、
則
由
於
商
賈
�
販
。

（
１５
）『
清
実
録
』
乾
隆
十
三
年
三
月
是
月
の
条
。

﹇
原
文
﹈米
貴
之
故
、
不
盡
由
�
戸
商
販
、
採
買
積
貯
。
大
抵
由
於
生
齒
日
繁
、
地
方
官
奉
行
未
善
。

（１６）
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（
１６
）
全
漢
昇
「
乾
隆
十
三
年
的
米
貴
問
題
」『
慶
祝
李
済
先
生
七
十
歳
論
文
集
』
台
北
、
一
九
六
五
年
、
の
ち
同
『
中
国
経
済
史
論
叢
』
第
二
冊
、
新
亜

研
究
所
（
香
港
中
文
大
学
新
亜
書
院
）
一
九
七
二
年
、
所
収
。

（
１７
）
則
松
彰
文
「
清
代
中
期
の
経
済
政
策
に
関
す
る
一
試
論

―
乾
隆
十
三
年
（
一
七
四
八
）
の
米
貴
問
題
を
中
心
に
―
」『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』

一
七
号
、
一
九
八
九
年
、
二
二
七
頁
〜
二
三
〇
頁
に
お
い
て
既
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
１８
）
郭
松
義
『
清
代
社
会
環
境
和
人
口
行
為
』（
陳
支
平
主
編
、
中
国
社
会
経
済
史
研
究
叢
書
）
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
五
〜
六
頁
、
参
照
。

（
１９
）
蒋
建
平
『
清
代
前
期
米
谷
貿
易
研
究
』
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
一
九
三
頁
、
参
照
。

（
２０
）『
清
実
録
』
乾
隆
十
三
年
六
月
癸
亥
の
条
。

﹇
原
文
﹈米
價
日
増
、
原
非
一
時
頓
長
、
實
由
生
齒
日
繁
、
補
救
之
方
。

（
２１
）『
清
実
録
』
乾
隆
十
三
年
三
月
是
月
の
条
。

﹇
原
文
﹈米
貴
之
由
、
一
在
生
齒
日
繁
、
一
在
積
貯
失
劑
。
而
偏
災
商
販
、
�
積
諸
弊
不
與
焉
。
天
下
沃
野
、
首
稱
巴
蜀
。
在
昔
田
多
人
少
、
米
價
極

賤
、
雍
正
八
九
年
間
、
毎
石
尚
止
四
五
錢
。
今
則
動
至
一
兩
外
。
最
賤
亦
八
九
錢
。
査
貴
州
舊
案
、
自
乾
隆
八
年
至
今
、
広
東
・
湖
南
二
省
人
民
、
由

黔
赴
川
就
食
者
、
共
二
十
四
萬
三
千
余
口
。
其
自
陝
西
・
湖
北
往
者
、
更
不
知
凡
幾
。
国
家
定
蜀
、
百
余
年
。
戸
口
之
増
、
不
数
十
百
萬
。
而
本
地

生
聚
、
尚
不
在
此
数
。
一
省
如
此
、
天
下
可
知
。
此
時
勢
之
不
得
不
貴
者
。
況
加
以
採
買
之
不
已
乎
。
夫
積
貯
非
病
、
病
在
處
處
積
貯
。
採
買
非
失
、

失
在
年
年
採
買
。（
中
略
）
乃
近
年
米
價
、
亦
視
前
稍
増
者
、
特
以
生
聚
滋
多
、
廠
民
雲
集
之
故
。

（
２２
）
楊
錫
�
『
四
知
堂
文
集
』
巻
十
、
奏
疏
。

（１７）

清
代
乾
隆
期
の
人
口
増
加
米
貴
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て
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則
松
）
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﹇
原
文
﹈臣
伏
査
、
水
旱
偏
災
與
�
戸
居
寄
、
雖
亦
足
致
米
穀
之
貴
、
然
尚
非
所
由
貴
之
源
也
。
臣
竊
以
、
米
穀
之
貴
、
由
於
買
食
者
多
。
買
食
之
多
、

由
於
民
貧
。

（
２３
）
同
前
、
奏
疏
。

﹇
原
文
﹈戸
口
繁
滋
、
則
今
日
海
宇
實
在
情
形
、
聖
諭
謂
自
康
熙
年
間
以
来
、
休
養
生
息
、
便
應
逐
漸
加
増
、
何
至
一
時
頓
長
。
以
臣
観
之
、
實
亦
未

嘗
不
係
漸
増
。
臣
生
長
郷
村
世
勤
耕
作
、
見
康
熙
年
間
稲
穀
登
場
之
時
、
毎
石
不
過
二
・
三
銭
。
雍
正
間
、
則
需
四
・
五
錢
、
無
復
二
・
三
銭
之
價
。

今
則
、
必
需
五
・
六
錢
、
無
復
三
・
四
錢
之
價
。
蓋
戸
口
多
、
則
需
穀
亦
多
。
雖
数
十
年
間
、
荒
土
未
嘗
不
加
墾
闢
、
然
至
今
日
、
而
無
可
墾
之
荒

者
多
矣
。
則
戸
口
繁
滋
、
足
以
致
米
穀
之
價
、
逐
漸
加
増
、
勢
必
然
也
。

（
２４
）『
皇
朝
経
世
文
編
』
巻
三
十
九
、
戸
政
十
四
、
倉
儲
上
。

﹇
原
文
﹈何
況
盛
世
滋
生
、
人
口
日
衆
、
歳
時
豐
歉
、
各
處
難
一
。
以
有
限
有
則
之
田
土
、
供
日
増
日
広
之
民
食
。
此
所
以
不
能
更
有
多
餘
。
以
無
多

餘
之
所
出
、
而
欲
供
各
處
盡
力
之
搬
運
。
此
所
以
米
穀
日
見
其
不
足
、
價
値
日
見
其
増
長
。

（
２５
）﹇
原
文
﹈試
思
、
国
家
承
平
百
有
餘
年
、
民
生
不
見
兵
革
。
休
養
滋
息
、
於
古
罕
有
倫
比
。
而
天
地
生
財
、
祇
有
此
数
。
生
齒
漸
繁
、
則
食
貨
漸
貴
。

比
歳
、
民
数
穀
数
、
奏
牘
瞭
然
。

（
２６
）﹇
原
文
﹈夫
国
家
承
平
、
百
有
餘
年
、
人
生
不
見
兵
革
。
毎
歳
戸
口
�
息
、
千
古
罕
儔
。
民
間
穀
價
、
有
増
而
無
減
、
實
由
於
此
。

（
２７
）『
乾
隆
朝
上
諭
�
』
第
七
冊
、
乾
隆
三
十
七
年
十
月
二
十
二
日
の
上
諭
。

﹇
原
文
﹈及
閲
歳
既
久
、
生
齒
日
繁
、
則
用
物
廣
而
需
値
自
増
、
乃
係
一
定
之
理
。
即
各
省
買
補
倉
糧
、
�
請
増
價
可
知
矣
。
方
今
海
寓
承
平
、
一
百

（１８）

七
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二
十
餘
年
、
戸
口
益
滋
、
毎
歳
難
於
数
計
。（
中
略
）
況
天
下
無
不
食
米
之
人
、
米
價
既
長
、
凡
物
價
夫
工
之
類
、
莫
不
准
此
遞
加
。

（
２８
）『
乾
隆
朝
上
諭
�
』
第
十
二
冊
、
乾
隆
五
十
年
十
二
月
十
四
日
の
上
諭
。

﹇
原
文
﹈今
戸
口
日
増
、
物
價
胥
貴
、
則
鹽
運
之
食
物
脚
價
、
較
之
往
年
、
自
有
増
無
減
。（『
清
実
録
』
に
は
、「
鹽
運
」
で
は
な
く
、「
運
鹽
」
と
あ

る
）

（
２９
）『
乾
隆
朝
上
諭
�
』
第
十
三
冊
、
乾
隆
五
十
二
年
五
月
十
八
日
の
上
諭
。

﹇
原
文
﹈況
国
家
重
熙
累
洽
、
生
齒
日
繁
、
百
物
價
値
、
勢
不
能
不
較
前
増
貴
。
即
如
従
前
一
人
之
食
、
今
且
将
二
十
人
食
之
。
其
土
地
所
産
、
仍
不

能
有
加
。
是
以
市
集
價
値
不
能
不
隨
時
増
長
。

（
３０
）『
乾
隆
朝
上
諭
�
』
第
十
六
冊
、
乾
隆
五
十
六
年
正
月
十
日
の
上
諭
。

﹇
原
文
﹈況
国
家
承
平
日
久
、
生
齒
日
繁
、
物
産
祇
有
此
数
、
而
食
用
日
漸
加
増
。
康
熙
年
間
、
朕
在
沖
齢
時
、
即
聞
乳
保
等
有
物
價
昂
貴
、
度
日
艱

難
之
語
。
今
七
十
餘
年
、
戸
口
滋
生
、
較
前
奚
啻
倍
�
。
是
當
時
一
人
衣
食
之
需
、
今
且
供
一
・
二
十
人
之
用
。

（
３１
）『
乾
隆
朝
上
諭
�
』
第
十
三
冊
、
乾
隆
五
十
一
年
九
月
十
八
日
の
徳
成
上
奏
。

﹇
原
文
﹈近
年
京
師
米
價
、
逐
漸
加
増
、
日
甚
一
日
。
仰
蒙
皇
上
念
切
民
依
、
多
方
調
劑
、
仍
未
平
減
。
或
以
為
米
價
之
貴
、
由
於
生
齒
日
繁
、
及
年

歳
荒
歉
所
致
。
但
思
生
齒
之
繁
、
非
自
今
日
、
而
數
年
来
、
附
近
京
師
地
方
、
雖
間
有
収
成
歉
薄
、
倶
未
成
災
。
況
官
兵
支
領
俸
餉
米
石
、
歳
有
常

額
。
並
不
因
収
成
豐
歉
而
有
盈
�
、
何
以
米
價
逐
年
加
増
騰
貴
、
至
於
如
此
。
揆
其
情
形
、
自
係
別
有
弊
端
、
非
盡
関
齒
繁
歳
歉
所
致
。

（
３２
）
林
滿
紅
「
世
界
經
濟
與
近
代
中
國
農
業
―
清
人
汪
輝
祖
一
段
乾
隆
糧
價
記
述
之
解
析
―
」
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
編
『
近
代
中
國
農
村
經
濟

（１９）

清
代
乾
隆
期
の
人
口
増
加
米
貴
説
に
つ
い
て
（
則
松
）

七
二
一



史
研
討
會
論
文
集
』
一
九
八
九
年
、
所
収
。
林
「
與
岸
本
教
授
論
清
乾
隆
年
間
的
經
濟
」『
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊
』
第
二
十
八
期
、
一
九

九
八
年
。
林
論
文
に
対
す
る
岸
本
美
緒
氏
と
の
論
争
が
誠
に
興
味
深
い
。
岸
本
美
緒
「
評
林
滿
紅
〈
世
界
經
濟
與
近
代
中
國
農
業
―
清
人
汪
輝
祖
一

段
乾
隆
糧
價
記
述
之
解
析
〉
一
文
」
同
前
、
所
収
。

（
３３
）
汪
輝
祖
『
病
榻
夢
痕
録
』
巻
下
、
参
照
。
前
掲
、
註
（
３２
）
の
林
論
文
、
参
照
。

（
３４
）
則
松
彰
文
「
清
代
乾
隆
期
の
江
南
に
お
け
る
救
荒
と
食
糧
流
通
政
策
」『
川
勝
守
・
賢
亮
博
士
古
稀
記
念

東
方
学
論
集
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三

年
、
所
収
。
な
お
、
張
宏
傑
『
飢
餓
的
盛
世

―
乾
隆
時
代
的
得
与
失
―
』
湖
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
も
あ
る
。

（２０）

七
二
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